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でも第二位の漁獲量があります、魚の水揚げ量は日本で二番目なんです。北海道の函館なんかに行けば
朝市というのがあります。長崎はこれだけ日本でも二番目の漁獲量があるのにそれを全然生かすような
場所もない。一方大浦とグラバー邸と浦上との中間点ですからやはり歴史を生かした例えば，くんち資
料館とかそういう物を持ってくるとか、あるいはいろいろ考えればいろいろな物を置けるので、皆さん
方も何がいいかという知恵があるかと思います。一番いけないのは県や市が住民の声をなかなか聞いて
くれない。私たちにも，何年か前に県庁が移転する前に、公聴会があったんです。結局もう決まってしま
ったあとに一応公聴会というのをやるんです。それで悪い言い方かもしれませんが帳面消しをしている
わけなんです。だからもっと我々は地元の声を聞いてもらえるような、我々地区の住民の人たちに目線
を合わせたような行政の仕方をしていただきたいという気持ちです。100人集まればおそらく 100のアイ
デアが出てくると思います。その集まったアイデアをふるいにかけて、そのなかからエキスだけを取っ
てきてやるのが行政の仕事ではないかと私は思うんです。それがなかなか実行されないですね。選挙が
始まる時には必ず頭を下げて来られますけれども、終わってしまえば頭が高くなられて。これは正直な
話かもわかりません。結局地元の意見をとにかく聞いてくれというのがほとんどの皆さん方の声です。
有識者の話を聞いたとか、関係筋の話を聞いたとか言いますけど有識者というのは全くあてになりませ
ん。有識者よりよっぽど地元の人の方が知っています、地元のことは。先ほども言ったように 75年前に
は強制疎開を国家権力でやられています。だから長崎の町の町づくりはどのようにしたら一番いいかと
いうのは地元が一番知っています。これが私が一番皆さん方に申し上げて、いろいろ皆さん方と一緒に
進めていきたいと思っているわけです。やはりこういうことはアクションを起こさないといけないわけ
です。とにかく行動を起こさないといけないわけです。行動とは何かというと種を撒かないといけない
わけです。種を撒けば必ず芽が出るんです。だから今すぐ撒いて芽は簡単に出ませんけれども、そういう
のは皆さんで共通の意識を持っていただいて、そしてそれをまた行政に届くようなことでいろいろ皆さ
ん方と一緒に考えていけば、それこそ鎖国時代に栄えた長崎が必ずよみがえってくると私は思います。
やはりそれぐらいの意気込みでいかないと、行政は言っても全然聞かないですよ。それで話をすればい
ろいろ皆さん方から意見を聞いたと言うけれども、とにかく地元の人の目線に合わせた行政をしてもら
いたい。そしていろいろ広く意見を聞いてもらいたい。江戸町商店街も今苦戦しています、いかにして人
通りが増えるか、あるいは町が賑わうか。江戸町は何回も申し上げているように南の大浦地区と北部の
浦上地域との丁度接点になるわけです。ある人も極端な言い方をしました、旧県庁舎跡地にバスの発着
所を造ったらどうだろうかとか、あるいはバチカンに相談してここにすごいサグラダファミリアのよう
な物を造ったらどうだろうかとか、いろいろな意見も出てきます。それはちょっと待っとかんねと。やは
りお互いに話し合って話をすれば、何かそのなかに良い意見があるのではないかというのが皆さんの気
持ちなんですね。そういうわけでとりとめのないような話になりましたが、ありがとうございました。 
 
上薗：全然とりとめないということはなくて、地元の声を聞いてくれというこの一点はすごかったと思
います。江戸町と共に強制疎開の憂き目にあって、そしてじつは築町あたりも下を掘るといろんな物が
出てくる。その歴史記憶も遺産として非常に大きいのではないかということで、築町の中嶋さんよろし
くお願いします。 
 
 
